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鶴岡南高等学校アカデミックインターンシップ 

～２０１６　夏の活動報告～

６月２３日に１，３年生を対象に庄内の企業に集まって頂き、	
企業説明会を実施しました。大学進学を目標とする高校生に対	
して「どのような人材を求めているか」を説明することで将来	
地域を支える大切な役割があることを理解させ、積極的に地域	
活性化の取り組みを行うことができる人材を育成することを目	
的に行われました。	
全体講演として東北公益文科大学地域経営系経営コース平尾	
清教授と本校OBで（株）スパイバー五十嵐瑞季氏を招いて「地域活性化のために庄内で起業す
る意義」と題して話を伺いました。その後、企業説明会として庄内の企業２２社から説明を受け
ました。生徒は約１０分程度ずつ３社をまわり説明を受けました。将来、庄内で働くことや起
業する可能性を見つける機会になったのではないでしょうか。

全国発表会　in 神戸 
　	
　平成２８年８月１０日(水)～８月１１日(木)に兵庫県神戸市	
の国際展示場でSSH生徒研究発表会が行われました。本校か	
らはTNP特別研究生である３年２組岡部晴子、２年１組苑原	
雄也、１年１組五十嵐水月の３名が参加しました。残念なが	
ら全体の口頭発表やポスター賞などには選出されなかったの	
ですが、３人で力を合わせてプレゼンテーションを行う姿や	
急遽の英語訳にもすぐに対応する様子など、これからの可能	
性を感じることができる会となりました。研究の内容は非常に高度なもので、生徒にとってだけ
でなく、研究者の年配の方々にも好評だったようです。また、岡部さんは全国高文祭→SSH発表
会→日本進化学会と大活躍の夏となりました。	

SSH 通信

学術文化都市鶴岡創造のための地域活性起業セミナー＆企業説明会
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第６回　高校生バイオサミットｉｎ鶴岡 

!
鶴岡市長賞受賞！ 
鶴岡メタボロームキャンパスで行われた，「第６回　 高校生バイオサミットｉｎ鶴岡」に本校生
徒が参加しました。成果発表部門において，TNP特別研究生である２年の成澤崇之君は「心白粒と
高温条件の関連性」について発表し，「鶴岡市長賞」を受賞しました。	

 	
バイオサミットを終えて	
　 研究を指導してくださった慶応義
塾大学の方々や先輩、家族などの支
えがあり、今回、鶴岡市町賞を受賞
できたことを大変嬉しく思います。
一方、審査員の方々からさまざまな
意見やアドバイスをいただき、今回
の研究についてまだまだ課題や改善
点があることを実感しました。	
　 発表を行うために、イネに関する
さまざまな知識を得たり、伝わりや
すいように発表の仕方を工夫してき
ました。これから、より良い発表が
できるように更なる努力を心がけて
いきたいです。	

（２年　成澤崇之）	

発表用ポスター


「心白粒と高温条件の関連性」

　表彰式での様子

理 数 セ ミ ナ ー
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　 7月30日(土)から３日間、広島で全国高等学校総合文化祭の自然科学部門に参加しました。他校
の素晴らしい発表を見せていただき、本当に貴重な体験となりました。高度な物理演算、計算を
要する研究もあれば、地道に実験を重ね、多くのデータをとってより精密な結果を導いたもの、
生物・地学分野に関しては、採集、観察のためにわざわざ現地に足を運んで調査したものもある
など、感嘆させられるものが多々ありました。今後は今回得たことを、思う存分活かしていきた
いと思います。　　　（２年　髙木空）	

　 私は、8月に東京工業大学で行わ
れた進化学会高校生ポスター部門に
参加してきました。	
全体的にどの高校も研究のレベルが
高く、着眼点から考察に至るまでよ
く考えられた面白い研究に多く触れ
ることが出来ました。	
　また、研究者の方々が出されてい
るポスターも見ることができ、大変
勉強になっただけでなく強い刺激を
受けることも出来たと思います。	
　今回の学会で得られたものを活か
し、今後の研究をより深く良いもの
にしていきたいです。	

（３年　岡部晴子）

第４０回全国高等学校総合文化祭　自然科学部門
　７月３０日～８月１日、広島県東広島市にて開催された第４０回全国高等学校総合文化祭に科学部
３年生４人、２年生３人、１年生１人が参加しました。３年生の岡部晴子さんが自然科学部門でポス
ター発表を行い、３日目は全員で巡検を行い、広島大学理学部教授の講義も聞きました。

日本進化学会２０１６年大会「高校生ポスター発表」
高校生ポスター賞　最優秀賞！ 

理 数 セ ミ ナ ー
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　 日英サイエンスワークショップは、将来、科学者を志す日本とイギリスの高校生の交流プログラム
です。毎年、日本とイギリスで交互に開催されており、今年は東北大学、仙台、福島を中心として行
われました。本校は、今年が初参加であり、３年生の佐藤隆文君と若公良太君が８月２日から７日ま
で５日間参加しました。日本から２８名、イギリスから２６名の高校生が参加し、その中で４～５名
の日英合同チームを組み、東北大学の先生方によるご指導の下、グループ毎に設定したテーマについ
て研究を進めました。最終日には英語でプレゼンテーションを行いました。限られた時間で四苦八苦
しながらもコミュニケーションをとり、懸命に発表の形を創りあげていました。この他にも互いの国
の文化や自分の学校を紹介したり、一緒にスポーツで汗を流したり、また、被災地見学、松島観光の
時間もあり、様々な形で交流を深められ、貴重な学びの機会となりました。	

参加メンバーと

～参加生徒の感想～	
この研修で最も感じたことは、イギリス人の議論する態度
がとても積極的であるということです。グループになって分
野別の学習をしているときに、堂々と自分の考えを主張す
るところに驚きました。私はこれから先、大学、大学院、
研究者と進んでいく中で討論する機会があると思います
が、この経験が私のそれに対する考えを大きく変えまし
た。また、英語力をもっと向上させなければいけないとい
うことを大変強く思いました。なぜなら、英語を自分の思
うように話せなかったため、なかなか積極的に話すことが
できず、もっとやれたのではという思いが少し残っているか
らです。これまでよりも英語を学ぶことの大切さを強く感じ
ました。（３年 佐藤隆文） 
　この５日間は、実際に英語を使ういい経験ができたと思
います。私は英語に少し自信はあったのですが、自分の実
力の無さをありありと痛感させられました。相手の話す英
語が聞き取れず何度も聞き返してしまい、コミュニケーシ
ョンはもっと取りたいのにできないというもどかしい気持
ちに何度もなりました。この悔しさを忘れず、いつか自分の
いいたいことをしっかりと英語で主張できるようになろう
と決心しました。（３年 若公良太）	

発表の様子

日英サイエンスワークショップ
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